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■
2
0
2
5
年
万
博
、
開
催
危
機
に

カ
ジ
ノ
は
、
事
業
者
「
撤
退
リ
ス
ク
」

１
年
４
か
月
後
に
迫
っ
た
２
0
２
5
年
大
阪

・
関
西
万
博
が
開
催
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
８
月
末
に
岸
田
首
相
が
緊
急
の
会
合
を
開

き
、
危
機
感
を
強
調
し
な
が
ら
「
成
功
に
向
け

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
す
る
」
と
決
意
を
語
っ
た

も
の
の
、
会
場
建
設
費
が
当
初
の
１
・
9
倍
の

２
３
5
0
億
円
に
上
振
れ
す
る
な
ど
、
物
価
高

騰
に
よ
る
生
活
・
営
業
の
悪
化
が
す
す
む
な
か

で
の
巨
額
の
税
金
投
入
に
批
判
が
高
ま
り
、
万

博
そ
の
も
の
の
意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
新
聞
の
世
論
調
査
（
10
月
14
、
15
日
実

施
）
で
は
、
万
博
の
費
用
が
膨
ら
み
税
金
に
よ

る
負
担
も
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
万
博
を

や
め
る
べ
き
だ
」
35
％
、「
規
模
を
縮
小
し
て
、

費
用
を
削
減
す
べ
き
だ
」
42
％
で
、「
や
む
を

得
な
い
」
15
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
同
じ
夢
洲
で
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｒ

・
カ
ジ
ノ
は
、
今
年
の
４
月
に
国
が
計
画
を
認

定
し
、
9
月
に
カ
ジ
ノ
事
業
者
と
大
阪
府
・
大

阪
市
が
「
実
施
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
前
の
２
0
２
４
年
開
業
予
定
が
２
0
３

0
年
秋
に
大
幅
に
ず
れ
込
み
む
だ
け
で
な
く
、

「
最
終
的
な
事
業
実
施
判
断
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
状
況
に
な
い
」
と
す
る
カ
ジ
ノ
事
業
者
に

配
慮
し
、
違
約
金
な
し
で
撤
退
で
き
る
「
解
除

権
」
を
２
0
２
6
年
9
月
ま
で
延
長
し
、「
撤

退
リ
ス
ク
」
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
２
0
２
5
年
万
博
開
催
を
め
ぐ

る
問
題
点
と
中
止
に
向
け
た
課
題
、
そ
し
て
同

じ
夢
洲
で
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
と

の
関
連
と
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

■
万
博
準
備
の
混
乱
と
原
因
、
会
場
が
夢
洲
だ

か
ら
︙

日
本
建
設
業
連
合
会
の
宮
本
洋
一
会
長
は
建

築
業
界
の
常
識
を
前
提
に「
間
に
合
わ
な
い
」と

明
言
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
設
計
・
資
材
調
達
・

施
工
に
必
要
な
工
程
を
前
提
と
し
た
物
理
的
・

時
間
的
な
も
の
で
、「
首
相
の
決
意
」
な
ど
精

神
論
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
自
民
党
議
員
か
ら
飛
び
出
し
た
の
が

残
業
規
制
を
「
超
法
規
的
」
に
外
せ
と
い
う
発

言
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ゼ
ネ
コ
ン
の

現
場
監
督
の
青
年
が
長
時
間
労
働
で
過
労
自
殺

と
い
う
悲
劇
が
あ
る
な
か
で
、
論
外
の
主
張
で

す
。「
い
の
ち
輝
く
」
と
の
万
博
の
テ
ー
マ
を

踏
み
に
じ
り
、
違
法
行
為
に
手
を
染
め
な
け
れ

ば
「
間
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
事
態
は
、
も
は

や
計
画
の
破
た
ん
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

最
大
の
遅
れ
は
、「
万
博
の
華
」
と
言
わ
れ

る
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
で
す
。
参
加
国
が
独
自
に

設
計
・
建
築
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
Ａ
タ
イ
プ
は
50

数
カ
国
あ
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
建
設
前
に
必

要
な
基
本
計
画
書
の
申
請
が
わ
ず
か
数
カ
国
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
遅
れ
を
回
避
す
る
た

人工島・夢洲での万博、カジノは中止を！人工島・夢洲での万博、カジノは中止を！
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礎
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
杭
は
万
博

閉
会
後
に
は
引
き
抜
く
こ
と
が
条
件
な
の
で
、

難
工
事
に
な
り
建
設
費
も
当
然
高
騰
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
が
本
格
化
す
る
来
年
４
月
か
ら

労
働
時
間
の
規
制
強
化
が
は
じ
ま
る
な
か
、
夢

洲
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
橋
と
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
２

つ
し
か
な
く
、
工
事
車
両
は
操
業
中
の
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
の
交
通
渋

滞
に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。工
事
を
請
け
負
っ
た
も

の
の
開
催
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
懸
念
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
側
が
及
び
腰
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■�

夢
洲
と
は
？
「
負
の
遺
産
」
で
は
な
く
、�

大
切
な
処
分
場

会
場
と
な
る
夢
洲
は
大
阪
湾
に
埋
立
て
ら
れ

た
人
工
島
で
す
が
、
維
新
が
言
う
「
負
の
遺
産
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夢
洲
の
埋
立
て
目
的
に
つ
い
て
大
阪
市
の
Ｈ

Ｐ
に
次
の
解
説
が
あ
り
ま
す
。「
良
好
な
都
市

環
境
の
保
全
や
公
害
防
止
、
大
阪
港
の
機
能
強

化
を
目
的
と
し
た
処
分
場
と
し
て
整
備
」「
大

阪
市
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
・
産
業
廃
棄
物
や

道
路
工
事
な
ど
の
建
設
工
事
に
伴
う
掘
削
残
土
、

大
阪
港
の
機
能
維
持
・
増
進
す
る
う
え
で
必
要

な
浚
渫
土
砂
で
埋
立
て
を
行
っ
て
い
る
」

人
の
生
活
で
生
ま
れ
る
ゴ
ミ
、
大
阪
湾
の
機

能
維
持
の
た
め
の
海
・
河
川
の
浚
渫
土
砂
、
工

事
に
よ
る
建
設
残
土
、
い
ず
れ
も
未
来
永
劫
発

生
し
ま
す
。
そ
れ
の
処
分
地
が
夢
洲
で
あ
り
、

長
く
使
い
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
住
民
に
と
っ
て

有
益
で
す
。
万
博
・
カ
ジ
ノ
は
市
民
の
共
有
財

産
を
浪
費
し
潰
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
巨
費
を

投
じ
て
新
た
な
処
分
地
が
必
要
と
な
り
、
将
来

世
代
へ
大
き
な
ツ
ケ
を
回
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
下
、
そ
の
理
由
で
す
。

・
夢
洲
２
区
・
３
区
（
万
博
・
カ
ジ
ノ
予
定

地
）
は
、
浚
渫
土
砂
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
・
ヒ
素
な
ど

を
含
む
）
と
建
設
残
土
で
埋
立
、
超
軟
弱
地

盤
で
液
状
化
・
地
盤
沈
下
が
起
こ
る
。

・
３
区
の
カ
ジ
ノ
予
定
地
は
液
状
化
・
土
壌
汚

染
・
地
中
埋
設
物
の
対
策
で
７
８
８
億
円
も

の
公
金
投
入
予
定
。

・
夢
洲
１
区（
万
博
予
定
地
）は
、
ゴ
ミ
焼
却
灰

・
残
渣
の
処
分
地
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
ヒ
素
、

フ
ッ
素
、
鉛
な
ど
の
化
合
物
が
埋
設
。
土
中

か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
放
出
す
る
パ

イ
プ
が
70
数
本
存
在
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
分
地

を
含
め
て
万
博
会
場
に
な
る
と
い
う
無
謀
さ
。

・
ガ
ス
・
上
下
水
道
・
電
気
・
鉄
道
な
ど
巨
額

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用
が
か
か
る
。

・
夢
洲
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
橋
と
海
底
ト
ン
ネ
ル

の
二
つ
し
か
な
く
、
操
業
中
の
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
車
両
の
渋
滞
が
い
ま
で
も
あ
る
な

か
、万
博
工
事
に
も
入
場
に
も
支
障
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
夢
洲
で
、
し
か
も
短
期
に
国
際

的
な
集
客
施
設
を
つ
く
る
こ
と
は
無
謀
で
あ

め
に
持
ち
出
さ
れ
た
の
が
プ
レ
ハ
ブ
に
よ
る

「
タ
イ
プ
Ｘ
」
の
推
奨
で
、
こ
れ
に
は
費
用
の

立
替
な
ど
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
対
応
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
も
反

応
が
な
く
、「
撤
退
」
に
よ
る
空
き
地
の
活
用

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
は
や
万
国
博
覧

会
の
名
に
値
し
ま
せ
ん
。

遅
れ
の
原
因
が
建
設
資
材
の
高
騰
・
人
手
不

足
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
夢
洲
だ
か
ら

と
い
う
事
実
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
パ
ビ
リ
オ
ン

Ａ
の
建
設
に
は
、
軟
弱
地
盤
の
夢
洲
ゆ
え
の
地

盤
沈
下
対
策
と
し
て
地
下
55
㍍
ま
で
の
「
杭
基

膨らむ万博・カジノ関連インフラ整備費
当初の額 上振れ額 更なる上振れ額

万博会場建設費
1250億円

夢洲インフラ整備費
約1000億円

淀川左岸線２期工事
1162億円

大屋根整備など
＋600億円

IR予定地の土壌対策費
＋788億円

万博跡地の土壌対策
費（リスク想定）

＋788億円
大阪メトロ延伸の地
中障害物撤去など

＋96億円
夢洲駅増強や周辺道
路の拡幅　 ＋33億円
夢洲駅の改札前広場
や階段の整備

＋30億円
工法見直しなど

＋1795億円

会場建設費増
500億円

IR拡張・土壌対策費
257億円

鉄道（北ルート）
1700億円

万博運営費
809億円

誘致費用
36億円

子ども無料招待
20億円

仮設道路の建設
50億円

合計約3400億円 合計約4100億円 合計約3339億円

� 合計約 7500 億円      1 兆円を超過！
� （著者作成）
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井
一
郎
知
事
が
忘
年
会
を
行
い
、
そ
の
席
上
で

「
総
理
に
お
酒
を
注
ぎ
な
が
ら
、
一
生
懸
命
、

持
論
を
展
開
し
た
」「﹃
菅
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と

ま
と
め
て
よ
﹄（
安
倍
氏
の
）
こ
の
一
言
で
大

阪
万
博
が
動
き
出
し
た
」
と
い
う
の
で
す
。

翌
２
0
１
6
年
6
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
大

阪
府
・
万
博
基
本
構
想
検
討
委
員
会
で
松
井
知

事
が
「
夢
洲
」
を
会
場
と
す
る
構
想
を
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
提
起
し
、
そ
の
後
決
定
さ
れ
ま
す
。

一
方
の
カ
ジ
ノ
は
、
今
で
こ
そ
２
0
３
0
年

開
業
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
維
新
の
当
初
の
目

論
見
は
万
博
開
会
前
の
２
0
２
４
年
に
開
業

し
、
万
博
の
入
場
者
を
カ
ジ
ノ
に
呼
び
込
む
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
２
0
１
８
年
11
月

に
Ｂ
Ｉ
Ｅ
（
博
覧
会
国
際
事
務
局
）
総
会
で
２

0
２
5
年
万
博
が
大
阪
に
決
定
し
た
際
に
、
大

阪
の
カ
ジ
ノ
進
出
を
め
ざ
し
て
い
た
米
国
の
ラ

ス
ベ
ガ
ス
サ
ン
ズ
社
が
「
Ｉ
Ｒ
を
世
界
に
紹
介

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
」
と
歓
迎
す

る
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。
夢

洲
で
の
万
博
開
催
は
、
カ
ジ
ノ
と
密
接
不
可
分

な
の
で
す
。

■
万
博
は
国
・
Ｂ
Ｉ
Ｅ
に
中
止
の
決
定
権
、
カ

ジ
ノ
は
事
業
者
撤
退
か
国
の
認
定
取
消
し
で

ス
ト
ッ
プ
を
！

こ
の
よ
う
な
万
博
を
中
止
す
る
こ
と
が
、
税

金
の
ム
ダ
遣
い
を
や
め
、
本
来
の
く
ら
し
応
援

・
災
害
対
策
に
公
共
事
業
を
振
り
向
け
る
た
め

り
、
万
博
・
カ
ジ
ノ
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

■
カ
ジ
ノ
の
た
め
の
夢
洲
万
博
、
維
新
が
主
導

し
自
公
政
権
が
後
押
し

夢
洲
で
の
万
博
開
催
は
、
維
新
が
進
め
る
カ

ジ
ノ
誘
致
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
最
も
好

都
合
な
の
で
す
。

大
阪
府
・
大
阪
市
が
夢
洲
に
カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ

誘
致
方
針
を
決
め
た
の
は
２
0
１
４
年
４
月
で

し
た
。

一
方
、
万
博
は
翌
２
0
１
5
年
４
月
に
大
阪

府
が
「
大
阪
誘
致
構
想
検
討
会
」
を
開
き
ま
す

が
、
夢
洲
会
場
案
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

夢
洲
万
博
が
決
ま
っ
た
経
過
を
松
井
一
郎
氏

が
、
自
身
の
著
書
﹃
政
治
家
の
喧
嘩
力
﹄
で
自

慢
げ
に
語
っ
て
い
ま
す
。
２
0
１
5
年
末
に
安

倍
首
相
、
菅
官
房
長
官
、
橋
下
徹
元
市
長
、
松

に
必
要
で
す
。

万
博
を
中
止
す
る
権
限
は
日
本
政
府
に
あ
り

ま
す
。
国
が
中
止
を
Ｂ
Ｉ
Ｅ
に
申
請
し
、
Ｂ
Ｉ

Ｅ
総
会
の
３
分
の
２
の
賛
成
に
よ
っ
て
決
定
で

き
ま
す
。
そ
の
際
、
補
償
金
の
支
払
い
が
発
生

し
ま
す
が
、
来
年
４
月
12
日
ま
で
な
ら
約
３
４

9
億
円
（
１
$
１
5
0
円
換
算
）、
そ
の
後
１

年
間
な
ら
約
８
３
6
億
円
が
必
要
で
す
。
中
止

を
早
く
決
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
被
害

は
万
博
関
連
経
費
の
上
振
れ
額
と
比
べ
最
小
で

す
む
の
で
す
。

カ
ジ
ノ
の
方
は
、
読
売
・
朝
日
な
ど
マ
ス
コ

ミ
も
批
判
的
な
主
張
を
明
確
に
し
は
じ
め
て
い

ま
す
。
前
述
の
「
解
除
権
３
年
延
長
」
が
あ
り
、

カ
ジ
ノ
事
業
者
・
Ｍ
Ｇ
Ｍ
社
が
採
算
が
取
れ
な

い
と
判
断
す
れ
ば
撤
退
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
カ
ジ
ノ
用
地
の
賃
貸
料
が
談
合

に
よ
り
格
安
で
不
当
だ
と
の
住

民
訴
訟
が
起
さ
れ
、
こ
れ
に
勝

訴
す
れ
ば「
認
定
を
取
り
消
す
」

と
国
が
回
答
し
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
な
カ
ジ
ノ
反
対
の
国

民
世
論
で
カ
ジ
ノ
事
業
者
を
追

い
出
す
こ
と
、
そ
し
て
裁
判
勝

利
が
決
定
打
な
の
で
す
。

裁
判
闘
争
の
カ
ン
パ
を
最
後

に
訴
え
、
レ
ポ
ー
ト
を
終
え
ま

す
。

カジノ訴訟を支える会へのカンパ振込先
　　　ゆうちょ銀行 418 普通
　　　記号14190 番号42033241
　　　中山直和　ナカヤマナオカズ

夢洲地区
2021年9月21日撮影（大阪港湾局提供）
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